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●
論
文
●

大
学

に
お
け

る
サ
ー
ビ

ス

・
ラ
ー

ニ
ン
グ

の
最
近

の
動
向

佐

々
木

正

道

（兵
庫
教
育
大
学
教
授
）

は
じ
め
に

サ
ー
ビ
ス

・
ラ
ー
ニ
ン
グ

、
以
下
S
L
と

略
す
）
と
い
う
言
葉
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
入

っ
て
き
て
使
わ
れ

は
じ
め
た
の
は
、
今
か
ら
六
年
く
ら
い
前
で
あ
る
が
、
日
本
語
の
適

訳
が
見

つ
か
ら
な
い
ま
ま
、
今
で
も
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
て
い
る
。

S
L
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
国
と
い
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
生

ま
れ
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
S
L
と
し
て
大
学
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
体
系
的
か
つ
組
織
的
に
取
り
入
れ
、
学
生
が
非
営
利
団
体

で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
社
会
か
ら
学
び
社
会
に
対
す
る
責
任
の

一
端
を
担
う
こ
と

が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
し
て

一
九
八
五
年

四
つ
の
大
学
の
学
長
に
よ
る
全
米
学
長
連
合

（N
C
C
、
以
下
N
C

C
と
略
す
）
の
発
足
を
機
に
、
S
L
を
導
入
す
る
大
学
が
年
々
増
加

し
、
S
L
を
支
援

・
研
究
す
る
団
体
と
し
て
学
生
、
教
師
、
教
育
行

政
担
当
者
に
よ
る
活
動
推
進
連
盟
や
学
会
が
相
次

い
で
設
立
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い
る

（
1
）
。

学
校
教
育
に
お
け
る
S
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
性
は
、
歴
代
の
大

統
領
に
よ

っ
て
も
力
説
さ
れ
、
充
実
し
た
教
育
政
策
と
財
政
面
で
の

支
援
が
S
L
を
今
日
ま
で
拡
充
さ
せ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
学
生
の

政
治
に
対
す
る
関
心
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る

一
方
、
公
共
心
は
薄

ら
ぐ
こ
と
な
く
地
域
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
む
し
ろ

盛
ん
に
な

っ
て
き
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
S
L
の
広
が

り
が
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る

（，）。

S
L
の
最
近
の
動
向

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
S
L
は
、
今
で
は
多
く

の
大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
登
場
し
、
大
学
院
の
修
士
課
程
に
取
り
入
れ
る
大
学
も
増
加
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傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
S
L
は
高
校
、
中
学
校
そ
し
て
小
学
校
に
ま

で
普
及
し
、
全
米
の
三
分
の

一
以
上
の
公
立
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い

る
（3）。
活
動
範
囲
も
国
内
に
留
ま
ら
ず
国
際
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
り
、

例
え
ば

（
4）は
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
四
〇
〇
の
大
学
か
ら

一

四
か
国
に
学
生
を
派
遣
し
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
三
五
の
大
学
か
ら
二

五
か
国
に
学
生
を
派
遣
す
る
な
ど
、
活
発
な
S
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
て
い
る
。
二
〇
〇

一
年
に
は
S
L
担
当
者
の
国
家
間
の
連
携
を

強
化
す
る
た
め
、
S
L
に
関
す
る
最
初
の
国
際
会
議
も
開
催
さ
れ
た
。

最
近
は
、
S
L
関
連
の
出
版
物
や
雑
誌
も
数
多
く
な
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
で
も
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る

（5）。

S
L
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
、
S
L
に
中
心
的
役
割
を
担

っ
て

き
た
N
C
C
の
最
近
の
動
向
と
、

一
九
八
七
年
か
ら
N
C
C
が
毎
年

実
施
し
て
い
る
調
査
の
二
〇
〇
三
年
の
調
査
結
果
を
中
心
に
述
べ
る
。

N
C
C
発
足
の

一
年
後
の

一
九
八
六
年
に
N
C
C
へ
の
加
盟
校
は

一
一
三
校
で
あ

っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
そ
の
数
が
九
二
二
校

（四

九
州
）
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
ま
た
、
各
州
に
は
そ
れ
ぞ
れ
N
C
C

の
支
部
が
置
か
れ
、
本
部
と
の
緊
密
な
連
係
の
下
、
州
間
で
の
横
の
つ

な
が
り
も
強
化
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
S
L
に
関
す
る
コ
ー
ス
シ
ラ
バ

ス
や
テ
キ
ス
ト
や
各
種
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
ま
た
S
L
を
新
た
に

担
当
す
る
教
師
の
た
め
の
研
修
会
の
開
催
や
研
究
費

・
報
酬
の
支
給

と
い
っ
た
な
ん
ら
か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（誘
因
）
に
必
要
な
資
金

の
提
供

（
6）、
さ
ら
に
最
近
で
は
S
L
に
関
し
て
優
秀
な
大
学
や
教

師

・
学
生
に
賞
を
授
与
す
る
な
ど
と
活
動
の
内
容
も
多
様
化
す
る
傾

向
に
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
加
盟
校

（学
生
総
数
は
現

在
約
五
〇
〇
万
人
）

の
各
大
学
で
は
、
平
均
し

て
二
四
名
の
教
師

（前
年
は
、
二
二
名
）
が
S
L
の
授
業
を
担
当
し
、
S
L
に
関
す
る

授
業
科
目
は
平
均
し
て
三
七
科
目

（前
年
は
三

〇
科
目
）
に
上
り
、

S
L
を

一
般
科
目
に
取
り
入
れ
て
い
る
分
野
は
五
〇
分
野
近
く
、
主

な
も
の
は
、
教
育
学

（六
九
％
）、
社
会
学

（五
六
％
）、
英
語

（五

五
％
）、
心
理
学

（五
五
％
）
ビ
ジ
ネ
ス

・
会
計
学

（四
六
％
）、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（四
六
％
）、
健
康
関
連

（四
五
％
）、
政
治
学

（四
三
％
）、
社
会
福
祉

（三
八
％
）
な
ど
で
年

々
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
大
学
で
は
平
均
し
て
全
体
の
三
六
％
の
学
生
が
S
L
に

関
す
る
科
目
を
受
講
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

一
部
の
州
の
高
校
の
み

で
実
施
さ
れ
て
い
た
S
L
を
卒
業
の
必
須
単
位
と
す
る
大
学
が
、
加

盟
校
の
約

一
割
に
な

っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
S
L
を
教
師

の
昇
進
に
際
し
考
慮
す
る
大
学
や
S
L
に
つ
い
て

の
F
D
や
賞
を
教
師

・
学
生
に
授
与
す
る
大
学
も
三
割
前
後
に
な

り
、
S
L
と
し
て
の
地
位
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
S
L
の
活
動
の

主
な
対
象
は
、
N
C
C
の
設
立
当
初
と
そ
れ
程
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、

八
○
％
以
上
が
家
庭
教
師
、
老
人
ホ
ー
ム
で
の
活
動
、
環
境
整
備
、

飢
餓
と
貧
困
対
策
、
そ
し
て
学
校
周
辺
の
地
域
社
会
な
ど
に
関
す
る
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も
の
で
あ
り
、
高
度
な
知
識

・
技
能
を
生
か
し
た
活
動
も
多

い
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
年

の
S
L
の
持
続
的
発
展

を
見
る
と
、
長
年
の
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
偏
重
か
ら
確
実
に
新
た

な
方
向
性
が
生
ま
れ
、
N
C
C
設
立
の
趣
旨
で
あ
る
学
生
を
社
会
で

責
任
あ
る
市
民
に
育
て
る
と
い
う
本
来
の
市
民
教
育
と
、
社
会
に
対

す
る
責
務
を
大
学
に
再
認
識
さ
せ
る
と
い
う
目
的
が
、
徐
々
に
で
は

あ
る
も

の
の
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
過
去
約
二
〇
年
間
の
S
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
S
L
は
学
生
と
大
学
と
地
域
社
会
に
多
く
の
成
果

を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

日
本

の
大
学
に
お
い
て
も
徐
々
に
で
は
あ
る
も
の
の
S
L
を
な
ん

ら
か
の
形
で
取
り
入
れ
よ
う
と
の
機
運
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
学
を
中
心
に
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
く
捉
え

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
地
域
社
会
に

貢
献
す

る
と

い
う
民
主
主
義
の
理
念
に
基
づ
く
市
民
教
育
の
特
色
を

兼
ね
備
え
た
、
し
か
も
体
系
化
さ
れ
た
S
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
今
後

我
が
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
定
着
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
を
見
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【注
】

1
）

主

な
組
織

は
、

一
九

八
四
年

に

ハ
ー
バ
ー
ド

大
学

の
卒
業
生

に

よ

っ
て
C

O
O

L
（

学
生

支
援
推

進
連

盟
）
、

そ
し

て

一
九
九

〇
年

代
後
半

に
教
育

行

政
職

員

を

中
心

に
（

、

さ

ら

に
全

米

の
S

L

担

当

の
教

師

が

中

心

と

な

っ
て

が

設
立
さ

れ
た
。

こ

の

は
、
そ

の

後

主

に
教

師
と

地
域

の
担

当
者

が
中

心
と

な

っ
て
E
C

E

に
改

組
さ

れ
た
。

2
）

ハ
ー
バ

ー
ド
大

学

ケ
ネ

デ

ィ
行

政
大

学

院

の
最
近

の
調
査

で
は

、

大
学
生

の
六

〇
％

は
地
域
社
会

で
な

ん
ら
か

の
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参

加

し
、
草

の
根

に
お

い
て
、
直

接
、
社
会

問
題

の
解

決
や
民
主

主
義
を
実

践
す

る
か

れ
ら
の
意

気
込
み
が
感
じ
ら

れ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
ま

た
、

バ
ネ

ッ
タ
社
が

二
〇

〇
〇
年

に
実
施
し

た
全

米
調
査

に
よ

る
と

、
大
学
生

の
七

三
％

は
最
近

二
年

間
に
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
を

行

っ
た
と

回
答

し

、

政
治

そ
し

て
、
そ

れ

へ
の
参
加

に
は
あ
ま
り

関
心

が
な

い
も

の
の
、
地
域

社
会

に
関
心
を
も
ち

、
給
料

の
高

い
職
業

よ
り
地
域
社

会

の
改
善

に
役
立

つ
職
業

に
就
き
た

い
（
八

○
％
）

と
す

る
傾
向
が
非
常

に
強
く

、
従
来

の

固
定
観
念

で
あ

る

「大

学
生

は
、
就
職

し
裕

福

に
な

る
こ
と

に
の
み
関
心

が
あ

る
」

と

い

っ
た

ス
テ
レ
オ
イ

メ
ー
ジ

は
払
拭

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い

と
し

て
い
る

3
）

一
九
九
九
年

で
、
公
立
小
学

校

の
二
五
％

、
公
立
中
学
校

の
三
八
％

、

そ
し

て
公
立
高
校

の
四
六
％

で
S

L
は
実
施

さ
れ
て

い
る
。

4
）

5
）

.

●

な
ど

が
か
な
り
役

立

つ
。

6
）

一
九
九

二
年

か
ら
現
在
ま

で
二
、
二

〇
〇
万

ド
ル
（

お
よ

そ
二
四
億

二
、
○
○

○
万
円
）

以
上
を
集
め

六
〇

〇
万
ド

ル
（
お
よ
そ
六
億

六
、
○
○

○
万
円
）

は
グ

ラ
ン
ト
と

し
て
参
加
大

学

に
財
政
援
助
を

し
て

い
る
。

●
論
文
●

大
学
教
育

に
お
け
る
社
会
参
画
体
験

の
取
込
と
実
践

～

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

に

よ

る
教

育

支

援

の
試

み

～

鵜

殿

博
喜

（
明
治
学
院
大
学
副
学
長

・
経
済
学
部
教
授
）

は
じ
め
に

明
治
学
院
大
学
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
人

格
教
育
を
基
礎
と
し
て
、
広
く
教
養
を
培
い
、
ま
た
深
く
専
門
の
学

芸
を
教
授
し
、
学
生
の
知
的
能
力
な
ら
び
に
そ
の
応
用
能
力
の
涵
養

を
教
育

の
目
的
と
す
る
。
こ
の
建
学
の
理
念
に
沿

い
、
愛
と
奉
仕
の

精
神
を
も
つ
学
生
を
輩
出
す
る
こ
と
は
本
学
関
係
者
の

一
致
し
た
願

い
で
あ

る
。
個
性
あ
る
大
学
教
育
に
た
い
す
る
社
会
的
要
請
が
高
ま

る
中
、
学
術
研
究
と
そ
の
教
授
と
い
う
従
来
型
の
教
育
形
態
を
超
え
、

教
育
に
お
け
る

「社
会
参
画
体
験
」
の
重
要
性
に
対
す
る
深

い
認
識

が
、
学
部
学
科
の
枠
組
み
を
超
え
て
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
取
組

は
、
自
ら
の
体
験
に
基
づ
き
自
主
的
に
思
索
し
行
動
す
る
力
を
学
生

自
身
か
ら
引
き
出
す
た
め
の
、
主
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
た
、
本
学
の
教
育
上
の
工
夫
の
集
成
で
あ
る
。

本
学
は
、

一
九
九
五
年

の
阪
神
大
震
災
時
の
学
生
組
織
に
よ
る
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
契
機
と
し
て
、
組
織
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
を
開
始
し
た
。

一
九
九
七
年
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

室
を
設
置
、
翌
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
改
組
し
、
専
任
ス
タ

ッ
フ
配
置
、
お
よ
び
活
動

の
予
算
化
を
行
い
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

大
学
の
教
育
目
標
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
位
置
づ
け
、
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
委
員
長
を
学
長
が

務
め
る
な
ど
、
全
学
的
な
組
織
体
制
で
そ
の
活
動
を
支
援

・
推
進
し

て
い
る
。


